
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長 鈴木 陽子 
 

 昨年度からお伝えしてきました通り、豊洲小学校は令和７・８年度東京都人権尊重教育推進校として、こどもの人

権を中心とした人権教育について様々な取組を進めてきました。こどもたちが安心して学校に通うために最も重要

だと考えているいじめ防止の取組をはじめ、道徳科の授業を大切にした心の教育、こども主体のルールメイキング、

こども基本条例ワークショップ等の様々な出前授業、異学年交流、そして日々の学習の中での友達同士の認め合い

…こどもたちだけでなく、わたしたち教員もこのような取組を通して、改めて人権感覚を磨き、こどもたち一人一人を

大切にすることについて意識して教育活動を進めてまいりました。その成果を、１１月１３日（金）に研究発表という

かたちでご報告します。保護者の皆様にご参観いただくことはできないのですが、その成果をご覧いただきたく、１０

月２９日～３１日の学校公開では、各学年のフロアに人権教育で学んだこと、考えたことを掲示しました。学校公開

でも見ていただけたことと存じます。こどもたちの考える「人権」についての掲示には、当たり前のことだけど大切に

したい、すてきな言葉がたくさんありましたので、いくつか紹介させてください。 

仲よし学級    「だいじょうぶですか」 「まもってあげるよ」 「最高！」 「いっしょにあそぼう」 

１年 ふわふわことばあつめ   「いっしょにあそぼう」 「ともだちになろう」 「あなたがだいすきだよ」                         

２年 人権標語  「ともだちと いっしょにあそんで いいきもち」 

３年 人権の木     「相手のうれしいことをするのが大切」 「友だちにたくさんありがとうを言うようにする」 

４年 わたしの人権標語  「豊洲小みんな笑顔にしていこう」 「いじめはねみんなの心きずつける」 

５年 いじめ防止標語   「見て見ぬふり それも一つのいじめ方 勇気をだして声をかけよう」 

６年 人権標語  「認め合い 『それもいいね』で 受け止めよう」「比べない 自分の個性は たからもの」 

 「ひとりひとりを大切にするということ、お互いを大切にするということ」について考え、前向きに行動するこどもたち

を育てることは、研究推進校としての期間が終わっても、教育活動を通してずっと続けていくべき学校の使命である

と考えます。１００％のこどもが、安心して楽しく学んでいる、と言い切ることができるよう、これからも、教職員が人権

感覚を磨き続け、こどもたちがのびのびと意見を表明する、みんながかがやく学校を築いてまいります。 

11月号 令和８年 10月 31日 

江東区立豊洲小学校 

校長  鈴木 陽子 

０３－３５３１－７７８８ 
豊洲だより 

豊洲小学校のホームページをご覧ください。       https://toyosu-sho.koto.ed.jp/ 

毎日、こどもたちの学校生活の様子を 

ご紹介しています！ 

研究発表を通して、より「みんなが安心できる学校」に 

 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校からのお知らせ 

＜教室内での上着について＞ 

これからの季節は気温がさらに下がります。１月中旬まで改修工事のため室内のエアコンを使えない教室があります。

登下校時のコートやジャンパーなどの上着や、トレーナーやカーディガンなどの衣服で体温調整をすることになります。必

要に応じて着脱しやすい衣服をご家庭でご準備ください。ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 

＜体育着の上着ついて＞ 

体育の授業で、体が温まるまでの間、体育着の上に上着を着用することができます。着用する場合は、上下とも安全の

ため、フード、ボタン、チャックなど、かざりのないトレーナーのようなものをご用意ください。 

 

＜個人面談について＞ 

１２月１５日（火）～２１日（月）の期間に、希望制で個人面談を行います。面談の日時につきましては、各学級の担任か

ら後日配布されるプリントをご確認ください。 

 

生活指導 月目標・お知らせ 

〈月目標〉「力を合わせて最後まで仕事をしましょう」 

 


